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⑧ 株式会社トップマン 

日程 2 月 3 日（水）9:00～10:00 
発表者 課長代理 多田芳宏、係長 岡田 
商材 農業・林業向けの道具・肥料・器具、日本食向け道具、日本酒 

 
a. 実施概況 
 農業用器具や肥料、包丁などの日本食向け道具を主に扱う同社は、すでにブラジルへの輸出し

ており、近隣諸国（アルゼンチン、パラグアイ、ボリビア、ペルー）での、需要発掘のために

本事業へ参加。日本での日本酒規制が緩和されたことを機に日本酒の輸出にも取り組んでお

り、同社のある兵庫県の酒蔵で醸造された日本酒も紹介した。 
 農業用具は実際に同社製品を扱っている農業資材企業の参加者が、性能の良さと価格の安さを

説明したことから、中南米側参加者の反応も良好だった。ブラジル北東部で支店を作る予定も

聞かれるなど、参加者の関心はとても高かった。 
 現地販売パートナーがいないボリビアでの購入についても問い合わせがあった。北米の販売代

理店経由や小ロットでの直取引で対応を提案した。 
 ブラジル以外の国に展開するには現地パートナーを確保する必要があり、販売経路さえできれ

ばブラジル以外への国にも展開が期待できる。また日本食人気もあり、紹介した日本酒も注目

を集めたため、南米向け酒類の輸出免許が整えば次の段階に繋がる可能性があると思われる。 
 
b. 企業所感 
 マテ茶の栽培過程やマテ茶の消費傾向など現地の農業従事者の具体的な話が聞けたので今後

の参考にできる。ブラジルにパートナー企業があるため、中南米農業者へきめ細かいフォロー

ができると感じている。 
 ブラジル以外の国（ボリビア・メキシコなど）に関しては、市場情報や農業者の連絡先も入手

でき輸出に向けてより一層取り組んでいきたい。 

  
関西産業株式会社               株式会社トップマン 

 
⑨ 株式会社アディルザス 

日程 2 月 4 日（木）8:00～8:50 
発表者 代表取締役 硯田一弘 
商材 保存期間最長７年の最先端レトルト技術 

 
a. 実施概況 
 代表の総合商社勤務経験を活かしパラグアイで創業された同社は、南米ビジネスコンサルや

日・南米間の輸出入、翻訳など幅広く取り扱っている。今回取り上げた最長保存7年のレトル

ト技術・加工用機械は南米販売実績があるものの、最終納品からは10年以上が経っている。保

存期間が長くなることから、食品ロスを減らし、非常用保存食としての販売、遠方地域へ輸出・

販売するにあたっての賞味期限の問題解消への活用が期待される。 
 レトルト技術は南米地域であまり浸透しておらず、技術自体への質問が多く出た。レトルト1
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食あたりの金額や機械の詳細な使用方法についての質問があがり、一定の関心を示した農業者

もいたが、導入費用が大きいため紹介にとどまった。 
 レトルト加工は南米ではそれほどメジャーな技術ではなく、長期保存が可能というメリットや

活用方法を紹介することで、可能性が広がるのではと思われる。 
 
b. 企業所感 
 レトルト技術が農業の現場と消費地をつなぐ有効な手段であることを今後も多くの人に周知

できるよう尽力したい。 
 プレゼン時間（15分）をもう少し欲しかった。 

 
⑩ 株式会社イマイ 

日程 2 月 4 日（木）9:00～11:30 
発表者 代表取締役 今井譲治 
商材 食品輸入（穀物、冷凍キャッサバ、冷凍フルーツパルプ、食品・飲料等） 

 
a. 実施概況 
 同社はブラジルをはじめ、ペルー、アルゼンチンなどの国々、欧米、東南アジアの食品、飲料

品の日本向け輸入即売をしている。中南米産食品は主に在日ブラジル人向けに販売しており、

日本の大手小売業者のブラジル食品コーナーの設置なども手掛けている。既に多くの中南米メ

ーカーと取引が有るものの、新たな仕入れを確保するため、良質な穀物（フェイジョン豆など）

や冷凍キャッサバ、冷凍フルーツパルプなどを探している。 
 9つの中南米農業者団体から商品についてのプレゼンを実施してもらい、アンティチョークや

カカオ原料、マテ茶葉、リンゴや梨の加工品（酒や100％ジュースなど）など様々な商品の提

案があった。 
 同社はすでに様々な中南米との輸入取引に精通しており、中南米側参加者の商品の品質と価格

が合った場合は、すぐに取引が開始できることから、今回はより具体的な商談が行われた一方

で、中には日本への輸出ができないもの（梨の生果実）や、日本市場に展開するには消費期限

や形態（濃縮還元、OEM）など、日本市場に合わせていかないと厳しい場合もあるとのこと。 
 同社は主に加工食品を扱っており、今回提案されたカカオなどの原料や消費期限の短いものは

輸入が困難であることから、中南米側生産者は日本輸出向けに生産工程などの見直しも必要。

同社より具体的な改善点や日本の食品分野の市況なども提供されたため、今後の中南米農業者

の対応に応じて取引拡大が期待される。 
 
b. 企業所感 
 事前に各団体・企業HPは見ていたが、情報収集ができず当日でこちらの要望を伝えきれなか

った。各社と話す時間がもう少し欲しかった。商談会後は1社からメールをもらったが、もっ

と中南米側からオファーが欲しいところ。 
 事前にお互いの目的をもう少し知ってから情報交換をした方が効果が高いと思われる。 

  
株式会社アディルザス               株式会社イマイ 
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⑪ 株式会社 BlueBee 
日程 2 月 5 日（金）8:00～9:10 
発表者 代表 黑木宏享 
商材 農業用ドローン（農薬、肥料散布）、物資搬送用ドローン（30kg搭載、1時間飛行可能） 

 
a. 実施概況 
 同社は農薬や肥料散布用に開発された農業用ドローンの他、物資搬送用ドローンも現在開発

中。中南米市場に関しては2020年7月よりJETROサンパウロの支援のもと、ブラジルにある農

業用ドローン取扱会社と商談していたが、コロナの影響と中南米での関税の高さで話が止まっ

ている。中南米地域でのドローン需要を見据え今回の商談会へ参加となった。 
 すでにドローンは中南米農業者の間でも導入している人もいて注目度は高く、使用者からは障

害物対応、落下対策、画像解析、オフラインでの操作などより具体的な要望が出た。 
 とくに高圧アンテナや森・岩、倉庫などの障害物への対応、落下した際の落下位置の特定に対

する対応が求められ、実際に購入する際の検討材料としてこれらのポイントが大きなウェイト

を占めていることが伺えた。障害物対応などは個別のプログラミングが必要なことから、コロ

ナ終息後の現地渡航を検討。 
 農業分野でのドローンに対する理解や関心が高く良好な反応が伺えた。ドローンは中国企業の

シェアが圧倒的に大きく、価格や導入後のサポートなど対抗策が重要。障害物対応（高圧アン

テナ・岩・森など）、落下対策、画像解析、交換バッテリーの入手のしやすさ、オフラインで

の操作など、中南米側で求められる性能・ニーズの聞き取りと製品開発が期待され、日系農業

者の関心は高いことが伺えた。 
 
b. 企業所感 
 ドローンに対する興味・関心は高かったと感じ、今回の商談会は非常に身のあるものになっ

たと思う。 
 ハードウェアを売りたいものの、コロナの影響で渡航が出来ないため、今後の展開をどう組

み立てていくかが大きな課題。 
 

⑫ 株式会社ケツト科学研究所 

日程 2 月 5 日（金）9:00～10:15 
発表者 海外営業部門 部門長・吉田典広、高橋亮輔 
商材 穀類水分計、白度計、穀粒判別器、近赤外成分計、赤外線水分計 

 
a. 実施概況 
 同社は水分計や成分計などの農業用測定器以外にも食品全般にかかわる水分計も取り扱う。東

南アジア、欧米、中東などへ幅広く販売し、これらの国では正規代理店のもと、商品販売だけ

ではなくアフターサービスも対応している。中南米市場へは長く同社OBが経営する現地商社

を通して輸出をしているが、各国の詳細な市場情報を入手できない場合が多い為、現地での穀

物水分計等の計測機器の必要性、市場性、他社製品情報、製品普及の可能性についての情報交

換を目的に参加となった。 
 ブラジルでは測定器形式は認証制度で定められていて同社商品の販売が難しいようであるが、

他国（ボリビア）では生産者側で測定器を持っておらず、赤米・短粒種混入問題に対応する計

測器のニーズは高い印象。 
 水分計の品質の高さが評価され、一部農業者からの関心は高く、今回参加できなかった知り合

いの農業者にも紹介するという声も上がった。 
 他種混合の米への測定器のニーズ発掘ができたことから、それに対応した商品開発と価格設

定、現地販売パートナー発掘をすることで中南米向け輸出販売が期待できる。中南米には商社
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経由ですでに出しているので、どこで購入できるかと現地価格を案内できれば、より現実的に

購入の検討ができると思われた。 

 
b. 企業所感 
 ボリビアでの赤米・短粒種混入問題、それにより価格が異なる実態や、カカオ豆やドライフル

ーツの水分活性測定の需要があることが分かった。 
 取扱商品（水分計）の価格は現地でも高くないという意見が聞くことができた。 
 ブラジルでは型式の認証制度があるとの情報も得られた。 

  
株式会社 BlueBee              株式会社ケツト科学研究所 

 
 
(2) その他の個別マッチング 

その他、個別の関心を有する日本企業、日系農業者団体に対して、以下の個別のマッチングを行った。 
No. 日本企業 日系農業者団体 商材 内容 
1 豊通食料株式会

社 
ポンタグロセン

セ農協（ブラジ

ル） 

そば 平成 31 年度事業で研修生が同社を訪問してブラジル

産そばに関する関心を聞き、ブラジルで高品質なそば

ができるのであれば前向きに検討するという話であっ

た。令和 2 年 11 月にそばサンプルが届き、同社に送付

した。検査結果はもう少し品質向上の必要があるとい

うことで、フィードバックを農協に返した。 
2 住友商事株式会

社（ブラジル住

友商事） 

トメアス農協

（ブラジル） 
クプアス（熱

帯フルーツ）

とクアルア

（パイナップ

ルの一種） 

住友商事側からクプアス果肉加工品の共同開発やクア

ルア栽培加工について、トメアス農協に関心があるか

を打診し、オンライン会議を実施。トメアスではクプ

アスは作れるが、クアルアは作れないという回答で、

住友商事からどのような提案ができるか再検討するこ

ととなった。 
3 株式会社イマイ イアグロス社

（メキシコ） 
チリソース、

その他の加工

食品 

ビジネスマッチングセミナー後、イマイに対して商品

を提案したいイアグロス社側からの打診でオンライン

会議を実施。取扱い商品についてより具体的な話がさ

れ、今後は直接情報交換をすることとなった。 
 
 
(3) 中南米農業ギャラリーページ 

中南米の農業者が使う農機具、農薬、栽培方法などの写真・動画を発信することで、日本企業側から中南

米の農業者に対して自社技術を提案できるのではないか、という事業推進委員会での提案を受け、中南米の

農業現場を写真や動画で閲覧できるページを制作した。「国」「農産物」のカテゴリーを選択し、「テーマ」「団

体」で絞り込み、中南米の農業の様子を写真・動画で見ることができる。 
事業ウェブサイト URL http://www.nikkeiagri.jp/ 

 
中南米の農業に関心を持つ人、中南米展開を目指す日本企業に見てもらうことで、中南米の農業現場・状

況を知らせると共に、ビジネスに繋がる現地側ニーズを見つけ出すツールとして活用が期待される。 
 
 

http://www.nikkeiagri.jp/

